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事業名

2 ポイ捨て禁止キャンペーン

3
「市民一斉クリーンデー」や「ポイ捨て

一掃大作戦」の実施

4 美化サポートクラブ

5 「ポイ禁だより」の発行

目標設定項目
基準年度値
（H23年度）

中間目標値
（H29年度）

実績値
（H29年度）

平成29年度
評価

1
市の事務及び事業から発生するCO2排出

量

8,616t-CO2

(H22年度）
7,997t-CO2 7,664t-CO2 ◎

10,935,200kWh

(H22年度）
10,115,983kWh
 １0,370,227kWh △

3 ＬＥＤ防犯灯の設置基数 401基
 1,888基
 3,308基 ◎
884世帯 1,000世帯 ― （－）

5
学校版エコライフチャレンジしまね登録

小中学校割合
100% 100% 100% ◎

34事業所 40事業所 39事業所 ○

7 再生可能エネルギー導入市有施設数 9施設 14施設 14施設 ◎

8
再生可能エネルギー普及啓発事業への参

加者数
0人 100人 339人 ◎

　

事業名

1 電気自動車急速充電スタンドの整備

2
市の事務及び事業から発生するCO₂排出

量、電気使用量の削減

４－１　地球温暖化防止の取組

⑴　数値目標の達成状況

　市広報に「ポイ禁だより」を掲載（３月）し、ポイ捨て禁止キャンペーンや不法投棄防

止パトロールの状況を紹介するとともに、ポイ捨てや不法投棄防止を呼びかけた。

ISO14001、エコアクション21認証取得

事業所数
　認証取得及び更新について、経費が掛かるなどの理由により取得数は伸び悩んでいる。

【県事業】平成29年度以降の登録世帯数は把握されていない。

市有施設（事務部門）の電気使用量
　施設で使用するエネルギーを重油などからＣＯ₂排出量の少ない電力に移行したことや、

平成28年度から中学校の普通教室へのエアコン導入を進めたことから電気使用量が増加し

た。また、気象条件により冷暖房機の使用割合が増減している。

エコライフチャレンジしまね（環境家計

簿）登録世帯数

取組内容

４　 地球を考え　地球から実践するまち

2

4

　重点プロジェクト２）温室効果ガス抑制への取組

6

〔前年度値：10,199,851kwh〕

　ボランティアとして美化活動等に実施協力する市民団体や事業所を募集し「美化サポー

トクラブ」として認定した。その認定団体等に対し傷害保険への加入等の支援を行った。

　「出雲市本庁舎における省エネルギー行動計画」に基づき、空調の運転時間・設定温度

の制限や、不要な照明の消灯の徹底、エレベーターの利用の自粛など、全庁あげて省エネ

ルギーに取り組んだ。

⑵　主な取組

　6月第1日曜日を中心として実施する「市民一斉クリーンデー」、10月の「出雲市18万人

ポイ捨て一掃大作戦」への参加を、市広報を通じて市民へ呼びかけた。

取組内容

　３か所の電気自動車急速充電スタンドを管理し、環境に優しい電気自動車の普及促進を

図った。（設置場所：道の駅大社ご縁広場、道の駅キララ多伎、道の駅湯の川）

　出雲市ポイ捨て禁止推進協議会では、ポイ捨て禁止とマナーの向上を呼びかけるため、

「ポイ捨て禁止キャンペーン」を実施した。

・ 6月 7日　神門通り（27人参加）

・ 7月25日　道の駅キララ多伎（35人参加）

・10月 7日　夢フェスタinいずも会場（66人参加）

・11月16日　道の駅湯の川（28人参加）
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「環境基本計画」基本目標の達成状況

評価番号 基本目標 目標設定項目
基準年度値
（H23年度）

中間目標値
（H29年度）

実績値
（H28年度）

実績値
（H29年度）

平成28年度
評価

平成29年度
評価

課題等

1 1
大気汚染測定値(SPM)
（環境基準 0.10mg/㎥以下）

0.015mg/㎥
（H22年度）

環境基準値内 0.013mg/㎥
（H27年度）

0.012mg/㎥
（H28年度）

◎ ◎

2 2
市公用車へのクリーンエネル
ギー自動車導入率（導入台数）

1.5%
(8台）

10.6%
（58台）

2.9%
（11台）

2.9%
（11台）

○ ○
　電気自動車は「充電設備が必要である」「走行距離が限られる」「電源
供給を前提としており、災害時は活用が困難になる」などの点から公用車
として導入が進まない状況にある。

3 1

類型指定河川水質の環境基準達成
率（斐伊川及び神戸川上流：河川AA
類型、BOD 1mg/ℓ以下、神戸川下
流、平田船川及び湯谷川：河川A類
型、BOD 2mg/ℓ以下）

100% 100% 100% 100% ◎ ◎

4 2
類型未指定河川水質の市基準達
成率（BOD市独自基準 5mg/ℓ以
下）

100% 100% 100% 91.6% ◎ ×
　古井手川は、冬季の水質検査で基準値を超過した。
　引き続き状況を監視する。

5 3

湖沼水質の環境基準達成率（宍
道湖：湖沼A類型、COD 3mg/ℓ以
下、神西湖：湖沼B類型、COD
5mg/ℓ以下）

0% 100% 0% 0% ○ ○
　近年、宍道湖及び神西湖の数値は、ほぼ横ばいの状況にある。今後
も、広域的かつ長期的な取組が必要である。

6 4
海域水質（海水浴場）の市基準達
成率（COD市独自基準 2mg/ℓ以
下）

100% 100% 100% 100% ◎ ◎

7 5 廃食用油回収量 47,466ℓ 47,500ℓ 19,062ℓ 17,200ℓ （－） ×
　生活スタイルの変化や健康志向により、家庭で油類を消費することが少
なくなったことから、回収量が減少したと考えられる。

8 6 汚水処理人口普及率 77.8% 83.8% 86.1% 86.6% ◎ ◎

9 7 水洗化率（接続率） 86.6% 88.0% 90.4% 91.0% ◎ ◎

10 1 自動車騒音の環境基準達成率 100% 100% 100% 100% ◎ ◎ 　

11 2 航空機騒音の環境基準達成率
100%

（H22年度）
100% 100% 100% ◎ ◎

12 3 ダイオキシン類の環境基準達成率
100%

（H22年度）
100%

100%
（H27年度）

100%
（H28年度）

◎ ◎

13 2-1_野生 1
ホタルの生息が確認された地区
の割合

49% 51%
74.4%

（32地区）
74.4%

（32地区）
◎ ◎ 　

14 1 市主催の自然体験事業の参加者数 10,462人 10,500人 11,357人 11,093人 ◎ ◎

15 2 市有自然体験施設の利用者数 118,655人 124,700人 111,300人 111,710人 × ×
　利用者増につながるよう魅力的なイベントの開催を行うとともに、様々な
ツールを積極的に活用し、情報発信に努める。

16 3 グリーンツーリズムの受入団体数 6団体 7団体 8団体 8団体 ◎ ◎

17 1 森林整備面積（累計） 40ha 150ha 144ｈａ 167ｈａ ○ ◎

18 2 間伐等実施面積（累計） 420ha 700ha 985ｈａ 1,084ｈａ ◎ ◎ 　

19 3 市産材取扱量 2,700㎥ 3,600㎥ 6,531㎥ 9,166㎥ ◎ ◎ 　

20 4 新規林業就業者数（累計） 1人 10人 9人 11人 ○ ◎

21 5
アグリビジネススクール卒業者数
（累計）

251人 491人 406人 438人 ○ ○ 　年々増加傾向にある。引き続き、人材の確保と育成に努める。

22 6
学校給食における地場産品の利
用割合

35% 40% 42% 56% ◎ ◎ 　

23 3-1_景観 1 一人当たりの公園面積 16.7㎡ 16.8㎡ 17.0㎡ 17.1㎡ ◎ ◎

24 1
市主催の環境啓発イベント（ポイ
捨て一掃大作戦、不法投棄パト
ロールなど）の参加者数

9,618人 13,000人 14,718人 12,102人 ◎ ○
　「ポイ捨て一掃大作戦」の参加者が昨年度より減少した。引き続き「出雲
市ポイ捨て禁止推進協議会」を中心に啓発活動を推進する。

25 2 海岸等一斉清掃参加者数 10,013人 11,000人 10,150人 10,030人 ○ ○
　横ばい傾向にある。環境意識の高揚に効果的な事業であり、今後も広
報等により広く周知し参加拡大に努める。

26 3 美化サポートクラブ登録団体数 29団体 40団体 31団体 39団体 △ ○
　増加傾向にある。引き続き、自主的に美化活動を行っている団体等の
加入促進を図る。

27 1
市の事務及び事業から発生する
CO2排出量

8,616t-CO2

(H22年度）
7,997t-CO2 7,485t-CO2 7,664t-CO2 ◎ ◎ 　

28 2
市有施設（事務部門）の電気使用
量

10,935,200kWh
(H22年度）

10,115,983kWh 10,199,851kWh 10,370,227kWh △ △

　施設で使用するエネルギーを重油などからＣＯ₂排出量の少ない電力に
移行したことや、平成28年度から中学校の普通教室へのエアコン導入を
進めたことから電気使用量が増加した。また、気象条件により冷暖房機
の使用割合が増減している。

29 3 ＬＥＤ防犯灯の設置基数 401基 1,888基 1,025基 3,308基 ○ ◎

30 4
エコライフチャレンジしまね（環境
家計簿）登録世帯数

884世帯 1,000世帯 904世帯 - ○ （－） 【県事業】平成２９年度以降の登録世帯数は把握されていない。

31 5
学校版エコライフチャレンジしま
ね登録小中学校割合

100% 100% 100% 100% ◎ ◎ 　

32 6
ISO14001、エコアクション21認証
取得事業所数

34事業所 40事業所 38事業所 39事業所 △ ○
　認証取得及び更新について、経費がかかるなどの理由により取得数は
伸び悩んでいる。

33 7
再生可能エネルギー導入市有施
設数

9施設 14施設 14施設 14施設 ◎ ◎

34 8
再生可能エネルギー普及啓発事
業への参加者数

0人 100人 142人 339人 ◎ ◎

35 1 ごみ排出量 62,632t 60,117t 60,111ｔ 60,230t ◎ △
　近年は、減少傾向にあったが増加に転じた。引き続き、ごみ減量化に係
る研修会や環境学習教室、環境イベントなどにおいて啓発活動を行い、
ごみ排出量の削減を図る。

36 2 ごみ再資源化量 12,239t 13,543t 8,116ｔ 7,475ｔ （－） ×
　民間のリサイクル回収(拠点）も増えており、市の公用収集における再資
源化量は減少傾向にある。

37 3 ごみ最終処分量 9,104t 8,539t 8,788ｔ 8,863ｔ △ △ 　宍道湖の水草や海岸に漂着した藻類を処分したため、増加した。

38 4
リサイクル団体回収補助登録団
体数

90団体 100団体 88団体 89団体 × ×
　民間のリサイクル回収（拠点）が増えており、団体数は横ばいであるが、
回収量は減少傾向にある。

39 1 「しまねエコショップ」登録店舗数 32店舗 36店舗 18店舗 27店舗 × ×
【県事業】登録によるメリット感がないため、登録店舗が減少している。県
において、事業者の負担軽減などの具体策を検討されている。

40 2
「しまねグリーン製品」登録製品
数

44製品 48製品 44製品 48製品 ○ ◎

41 1
斐川環境学習センターの利用者
数

3,841人 4,000人 3,309人 4,609人 × ◎

42 2
ごみ減量化アドバイザー等の派
遣回数

83回 100回 76回 60回 × ×
　「ごみ減量化研修会」の企画やアドバイザーの新規募集など、事業の充
実と周知を図る。

43 3 こどもエコクラブ登録団体数 19団体 25団体 7団体 9団体 × ×
　補助金の廃止にともない減少傾向にある。一方、未加入の幼稚園等で
も環境活動が実施されている。

44 6-2_環境情報 1 環境新聞発刊 年6回 年30回 年28回 年24回 ○ ○
　環境に関する地域の取組を「出雲エコなび」として掲載した。今後も、
ホームページ等を活用し広報活動に努める。

　 　

1-1_大気
重点

2-3_森農
重点

　　　　　　　 　〈評価基準〉
　　　　　　　　 ◎：中間目標値を達成した。
 　　　　　　　　○：中間目標値を達成できなかったが、基準年度値より改善した。
　　　　　　　　 △：基準年度値より改善したが、前年度値より悪くなった。
　　　　　　　 　×：基準年度値より悪くなった。
　　　　　　　　(－)：情勢の変化等によって、従来の評価ができない。

1-2_水

1-3_健康

2-2_自然

3-2_美化

4-1_温暖化
　重点

5-1_３R
　重点

5-2_環境経済

6-1_環境学習

 環境基本計画では、6つの基本目標を推進するために、44項目の数値目標について評
価している。






